
 

 

不自然な日本人は 

不自然な結果で終わる 

 

 
 

 

 

 

９月２１日、秋晴れの中での「コロナワクチン勉強会」。 

満員御礼、大盛況の中で無事に終了。演者・聴講者が一体となった２時間。 

 

大阪市立大学名誉教授井上正康先生は、免疫学・ワクチンの研究では世界 

トップクラスの学者さんです。当日は私が井上先生に対して、皆さんに 

学んでほしい内容を質問する形式で進行しました。 

一方、牧山県議会議員には、コロナワクチンに限らず、今の医療の問題を

政治の立場から回答していただきました。 

 

健康で幸せに生きていくためには「学び続ける」ことが最も大切。 

参加された皆さんは、そのことがよくおわかりいただけたと思います。 
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以下は当日配布した資料の中から抜粋。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは知っていましたか？ 

２０２１年から日本人がたくさん亡くなっているという事実を。 

その年からコロナワクチンは開始されましたが、おたふくかぜ・麻疹・BCG

など 48 年間のワクチン接種での死亡認定数は１６３件（総数８億回）。 

一方、コロナワクチン 4 年間での死亡認定数は１０３１件（総数４億回）。 

今回の遺伝子組み換えワクチンはリスクが高いという統計結果です。 

                                                     

あなたは知っていましたか？ 

今、日本の医療費が５０兆円に迫る勢いであることを。 

実に国家予算の半分近くが、医療費にかかっているという事実を。 

アルツハイマー型認知症の新薬が、一人年間３００万円！することを。 

アルツハイマー人口はおよそ６００万人。単純計算で薬代１８兆円！ 

分子レベル・遺伝子レベルの抗がん剤の登場で、その薬代も驚きの価格。 

否、認知症もがんもそれで治ればいいですが、現実そんなことはない。 

 

国民皆保険制度での１割負担・３割負担。その恩恵は有難いことですが 

残りの税金から支払われたお金、最終的に誰が受け取っているのか？ 

製薬会社の大半は外資。日本人の税金が“薬代”と称して欧米にどんどん

流出している現実。日本人として、どう感じますか？ 
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「不都合な真実」という言葉があります。 

あなたは知っていましたか？ 

 

誰にとって、不都合なのか？ 

何を知られたら、不都合なのか？ 

 

真実を広く知られてしまったら、不都合になる人たちがいること。 

あなたは知っていましたか？ 

 

もし今、あなたやご家族がずっと病気で悩み、なかなか健康回復できない

状況だとしたら・・・あなたや家族が今、信じている事は、ほんとうに 

「真実」なのでしょうか？ 

 

自分の頭で考えることなく、自分で調べようとすることなく 

「国や医者の言うとおりにしておけば病気は治る」。疑うことなく、そう

信じ続けていませんか？ 人格よりも、肩書で判断していませんか？ 

 

コロナに限らず今、インフルエンザ、帯状疱疹、エボラが流行っている！ 

だから早めに全部のワクチンを打ちましょう！と言われたら 

黙って、疑いなく、全部「打つ」つもりですか？ 

 

信じているのではなく、結局、依存しているのではないですか？ 

コロナワクチン後遺症で体調を崩しているのに、また薬に頼ろうとする。 

薬の副作用を薬で抑えようとする医者と患者。薬漬け日本の構図です。 

 

学び続けることなく、誰かに、何かに依存する生き方。 

それが真の健康回復を果たせない一番の原因であり、いつも不安になり 

何かを恐れる根本原因かもしれませんね。 

 

自分の健康は自分で守る。その生き方にシフトできれば、世の中に対する 

見方が大きく変わります。「不都合な真実」が見えてきます。 

 

自分を「大丈夫！」にさせるのは      

薬でも、医者でも、お金でもない 

ワクチンでもない 

 

自分自身です。 
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